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次週例会 「嵯峨記念奨学生新入生紹介」・IMに参加して（嵯峨記念育英会委員会・理事会）

青少年奉仕月間
「新入会員歓迎例会」（クラブ研修委員会・親睦活動委員会）
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
 たびたびの登壇で申
し訳ございません。
会長挨拶として今日
の話は２つのポイン
トでお話したいと思
います。　
ひとつは、ＩＭ関係
です。たまたま来週がプログラム委員会で組まれたＩ
Ｍ関係の発表例会がありますのでＩＭの中身について
はパスします。
去年の最初の七分区の会長幹事会において美馬ガバ
ナー補佐から私は中島幹事と一緒に「ＩＭがあるけど、
白糠は不便で施設も大きなものがない」と相談を受け
ました。が、「逆に、レトロ感覚、昭和という雰囲気、
という手作り感がホテルより好きだよ」と申し上げて
おりました。
13日は空は晴れているし、桜は咲いているし、屋台・
外での談笑、そして程よい距離で駅までの徒歩。良い
材料になったと思っています。雨だったら大変でした
けども、天気がついていました。
ここでポイントの１つで白糠という街に触れたいと思
います。今回も、棚野町長は最後までおられました。
釧路もそうですが海岸沿いにあるため、こういう良い
時期には太陽が期待できない、ガスが多い街です。
ここで役場の話をしたいのですが、釧路と比較するわ

けではないですが、私も仕事の関係上、ずっと前から
白糠町役場にお邪魔していました。役場はワンフロア
のメリットが大きいのです。
この前、家電店の社長と話をしましたら、「釧路の家
電店はワンフロアで駐車場付き、このメリットは秋葉
原から見たら、レジが少なくて済むし、その分の経費
が浮く。そして土地が安いから、そういうことができ
る」という話です。この役場がワンフロアというのは
非常に見通しが良いのです。１階が町民の住民票など
の場所で、２階が全部そういう部署になっていまして、
全部、素通しで見通しが効く。現場の雰囲気で、現場
情報が飛び交ったパワーあふれる感情を前から持って
いました。
たまたま今回の講演の中でも、町長さんは、ふるさと
納税の利益を「金ぴか」や「コンクリート」にしない
で、将来の財産として子ども教育に使う、住民福祉に
使う、ときっぱりと言っていまして、非常に感動しま
した。
釧路と合併していたらどうだったか。こういうオリジ
ナリティは実現不可能でしたね。この政策はとても町
に団結力と底力がなかったらできないので、今回のＩ
Ｍもその部分が出て、すごい街だなと感じました。
話のポイント２つ目です。
ここは奉仕団体ですけれど、将来の釧路の経済で私の
懸念をお伝えしておきます。
最近の傾向で、釧路対帯広というのが非常に際立って

会長の時間



 

きています。昨日得た情報なのですが、場所は噂で聞
いてください。３月 30日に鳥取方面の商業地が大量
に帯広資本に買われました。「〇〇が行った」「△△行っ
ちゃった」の情報は入ります。入るけど悔しさの気持
ちが伝わってこない。昔の競争は 5対 5でしたが、
それに差がついて 4対 6、その次に 3対 7というの
があります。3対 7というのは倍です。
懸念するのは長い目で見たら、帯広のブランチ、帯広
の支店の街になるのではないかなと。帯広の枝か、こ
れがじわじわと来るような、それに対しての悔しさが
なくて、ちょっと情けないも含めて危ないかなという
気がしております。
何かあったら稟議あげるのに、帯広に行くような街に
したくないです。
これは私一人が気をもんでいる状態で、感じたことを
今日挨拶として述べておきます。以上です。

幹事報告　中島　徳政幹事
　私は、個人的に白糠町は不便な街だと思っていませ
んのでお伝えしておきたいと思います。私にとりまし
てはワインの師匠がいい、山の物、海の物、お肉、お
魚、と大変味わさせていただいております。素晴らし
い街だとお伝えしておきたいと思います。
ＩＭでは戸川支社長が新型車両を２つ用意していただ
いて、楽しい時間を過ごさせていただきました。小野
寺君の名アナウンスと、邵さんのアナウンスもしてい
ただきまして、大変皆さまにご迷惑おかけし、ありが
とうございました。ご参加いただいた方、ありがとう
ございます。まずはお礼申しあげておきます。
また、野遊会の案内も出させていただいております。
もう一度、反対側の方に皆さんで遊びに行きたいと
思っています。ご参加のほどよろしくお願いしたいと
思います。

新入会員紹介
滝越　康雄会長

　こんばんは。今、
司会からお伝えしま
したが、本来の推薦
証にサインしている
木下君、天方研修委
員長が欠席ですので、
私から代わりにご紹

介申し上げます。
お名前は、多田賢一君。事業所は北海道電力ネットワー
クで、釧路支店長です。職種分類としては電力供給と
なっています。
ゴルフ・麻雀はＯＫです。趣味はハイキング・温泉な
どで道東の自然を楽しむこと。今で言うなら熊に気を
付けてくださいね。「何か一言お願いします」の欄では、

「クラブの活動を通じて微力ながら地域に貢献できる
よう努めてまいります。よろしくお願いします」と。
今までの釧路の緑ケ岡の変電所から同じく釧路の支店
に転勤ということです。
ご本人から自己紹介を含めてご挨拶をお願いします。

北海道電力ネットワーク釧路支店　多田賢一様
　皆さん、初めまし
て。北海道電力ネッ
トワーク釧路支店の
多田です。私は４月
１日から前任の米倉
の後任ということで
仕事しております。

釧路には約２年前の 2021 年７月に自宅がある札幌か
ら転勤してまいりまして、緑ケ岡に変電所があるので
すが、そこの事業所で電力設備の変電所や送電線、そ
れから電力系統の運用の仕事を３月までしておりまし
た。
ご紹介ありましたように４月１日に緑ケ岡の事務所か
ら 3.5 キロくらい、今も歩いて通っているのですが幸
町の事務所に転勤になっております。
これから皆さまとの交流を通しまして、釧路のこの地
域の理解を深めていくということと、歴史と伝統があ
ります釧路ロータリークラブの一員として奉仕の理念
に基づいて行動して参りたいと思っています。どうぞ
よろしくお願いいたします。

歓迎の言葉　滝越　康雄会長
クラブで今、会員数がナーバスに「100」を秒針のご
とく振れています。これは逆に言うと非常に安定して
おりまして、これも釧路に転勤で住んでおられる皆さ
まの功績が大とするところす。この前、ＩＭで他のク
ラブと交わってまいりましたが、釧路のクラブに上品
さをくれているのは、転勤で各地の文化を持ち込んで
下さっている新入会員さんのおかげかなと思います。
そういった面で情報網といい、新鮮さといい、みんな
は事業を行っている方ばかりなので転勤などないの
で、そこへ新しい人事で新鮮な方が入って来るのは非
常に良いことなので、それに対して私どもは短い間で
すけれど、大いに親睦を深めて釧路を売り込んでいき
たいと思います。
新入会員の方には、いろいろ楽しんで頑張っていただ
きたいと思います。
ところで、私の在任中は短い期間ですけれど親睦委員
会、横田委員長にお世話になりたいと思います。委員
会配属をよろしくお願いいたします。



 

■ 本日のプログラム ■
新入会員歓迎例会

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんばん
は。雰囲気が少しお
となしくなってしま
いましたので、少し
元気よく夜例会を始
めたいと思います。
趣旨説明ですが、本

日は６名の新入会員を迎えて「新入会員歓迎例会」と
いうことです。コロナが明けてこれからどんどんお酒
を交えての親睦事業も始まってくると思っておりま
す。この新入会員との出会い・交流を本当に楽しみな
がらロータリーを大いに楽しんでいただければと思い
ます。
ここで今日の例会の根幹となる会員増強について少し
話をさせてもらえればと思います。
僕の経験から踏まえて、この会員増強というのは結構
しんどい作業でして、歓迎もされていない候補者のと
ころに１年、２年もかけて、何回も何回もお願いに行
くわけです。場合によっては自腹を切って飲みに連れ
て行って、口説くわけです。これだけ見るとぜんぜん
会員拡大と割が合わないのです。俺は何をやっている
のだろうと思うこともあります。
この会員増強には２つのご褒美があります。１つは、
これだけ一生懸命口説くわけですから自分もロータ
リーを考えるわけです。ぼくは何のために作業をやっ
ているのだろう、と。このロータリーは僕に何を与え
てくれるのだろうと一生懸命考えるようになる。そう
しないと口説けないものですから。それがロータリー
について自発的にいろいろ考えるというご褒美が１つ
です。
もう１つは、無事に候補者が入ってきた場合に、この
候補者から、あれだけ偉そうに口説いていたこの人は、
どれだけ素晴らしいロータリー活動をしていたのだと
いう目で、常に背中を見られているプレッシャーを感
じることになるわけです。
そうすると、自分もロータリーを楽しまなきゃと、積
極的に自ら楽しもうと自ら奮い立たせて頑張るわけで
す。ぼくも最近は出席が多いですが、その意識で頑張っ
ています。それがロータリーのご褒美の二つです。
ということで、今日も新入会員を交えてこうやって大
いに交流する場です。この大いに交流することが自分
の成長とロータリーを楽しむというのがイコールだと
ご認識していただいて、少しアレンジしましたけれど、
大いに今日は楽しんで交流を深めていただければと思
います。以上です。

親睦活動委員会　横田　委員長
　皆さん、こんばんは。親睦活動委員会の横田です。
本日は新入会員歓迎例会といたしまして今回は７名の
対象者がいる中で６名の方に参加していただいており
ます。本日、入会された多田君も含めて６名になって
おります。
皆さん、顔も名前も一致しない方がいらっしゃると思
います。この例会を機会に積極的に会員の方が新入会
員の方に声をかけていただいて、親睦を深められれば
と思っております。それでは乾杯をしたいと思います。
乾杯は、クラブ広報・会員組織委員会委員長・及川雅
順君、よろしくお願いいたします。

乾杯の音頭　
クラブ広報・会員組織委員会　及川　雅順委員長
　皆さま、こんばん
は。６名の新入会員
の方、どうもありが
とうございます。私
がクラブ広報・会員
組織委員会委員長の
及川です。ロータ
リークラブに入会したからには、早く馴染んでロータ
リーライフを楽しんでいただきたいと思います。
それでは乾杯をしますのでご唱和をお願いいたしま
す。新入会員の皆さまのご発展とご活躍を祈念いたし
まして、「乾杯」

（親睦活動委員長　横田英喜の司会により今回入会の
五名の新入会員の紹介がありました。）

締めの挨拶　
クラブ研修委員会　舟木　　博副委員長
　皆さん、こんばんは。人生には必ず出会いと別れが
あります。人は常に良い出会いを求めています。いい
大人になってからロータリークラブという出会いを新
入会員の皆さんが持たれたのは大きな幸せだと思いま

す。
仏教用語に『発心』
という言葉がありま
す。正式には『発菩
提心』というのが正
しいかなと思いま
す。この釧路ロータ

リークラブに入会を決心したことがまさしく発心だと
思います。この発心から生まれた新しい出会いに、皆
さまと一緒に乾杯したいと思います。
それでは、メンバーの皆さんと新入会員との新しい出
会いに感謝して乾杯したいと思います。それでは「乾
杯」。



例会スナップ


